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このたびは、[リモートホンAT-D770] をお買い上
げいただき、誠にありがとうございます。

お使いになる前に、この取扱説明書をお読みい
ただき、正しくお使いください。
お読みになったあとも、大切に保存し、必要な
ときにお役立てください。

取扱説明書
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必ずお読みください

お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本商品を安
全にお使いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。
その表示と図記号の意味は次のようになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

本書中のマーク表示について

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損害を負う可能性が想定
される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、本商品の本来の性能を発揮で
きなかったり、機能停止をまねく内容および使用できない機能などの内容を示
しています。

この表示は、本商品を取り扱う上で知っておくと便利な事項、および操作への
アドバイスなどの内容を示しています。 ワンポイント

● 電源アダプタの抜き・差しは電源アダ
プタ本体を持って行ってください。	 .
ぬれた手で電源アダプタを抜き・差し
しないでください。
感電するおそれがあります。

● 電源アダプタは、AC100Vの電源コン
セント以外には絶対に接続しないでく
ださい。火災や故障の原因になります。
使用中に暖かくなる場合がありますが、
故障ではありません。

● 電源アダプタコードの上に重いものを
置いたり、無理に曲げたり、引っ張っ
たりすることは、やめてください。
コードを傷つけ、火災などの原因にな
ります。

● 電源アダプタは、付属のものをお使い
になり、それ以外のものは絶対に使用
しないでください。
火災などの原因になります。

● 本機を分解したり、改造しないでくだ
さい。
感電するおそれがあります。

	 分解、改造された機器は、修理に応じ
られない場合があります。

安全にお使いいただくために必ずお守りください

● 雷が鳴り出したら、本機や電源アダプ
タには触れないでください。
落雷による感電の原因になります。

お願いSTOP

必ずお読みください

警告△!

警告△!

△! 注意

● 電源アダプタは、ほこりが付着してい
ないことを確認してから、根元まで確
実に電源コンセントに差し込んでくだ
さい。また、定期的に電源アダプタを
コンセントから抜いて点検・清掃をし
てください。
ほこりにより火災や感電の原因になり
ます。

● 床や壁の掃除などによって、電話コー
ドやモジュラージャックに洗剤・ワッ
クスなどが付着しないようにしてくだ
さい。
付着した場合はすぐに拭き取ってくだ
さい。そのまま使用すると、火災の原
因になります。
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必ずお読みください

●	この装置は、クラスＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラ
ジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＶＣＣＩ－Ｂ

●	本機の仕様は、国内向けになっていますので、海外ではご使用できません。
This device is designed to use only in Japan so that the use of the equipment is prohibited in foreign 
countries.

●	正常な使用状態で本機に故障が生じた場合、当社は本機の保証書に定められた条件に従って修理いたします。
ただし、本機の故障 ･誤動作または不具合により、録音 ･通話などにおいて利用の機会を逸したために発生した損害等
の付随的損害の補償については、当社は一切その責任を負いませんのであらかじめご了承ください。

安全にお使いいただくために必ずお守りください

故障の原因になることがあるため必ずお守りください

● 不安定なところや落としやすいところ
に置かないでください。
落下してけがの原因になります。

● 落としたり、強い衝撃を与えないでく
ださい。

● 直射日光があたるところ、暖房設備・
ボイラーなどのそばで温度の高くなる
ところ、湿気の多いところ、屋外など
に置かないでください。

● ぬれた手で本機を操作しないでくださ
い。

● ベンジン・シンナー・アルコールな
どの薬品でふかないでください。汚れ
がひどいときは、薄い中性洗剤をつけ
た布をよくしぼってから汚れをふき
取り、やわらかい布でカラぶきしてく
ださい。

● 製氷倉庫など、特に温度が下がるとこ
ろに置かないでください。

● チリやほこり・鉄粉・有毒ガスなど
が発生するところに置かないでくださ
い。

● テレビ・ラジオ・こたつ・アンプ・ス
ピーカボックス・電気カーペットの上
など磁気を帯びているところや電磁波
が発生しているところに置かないでく
ださい。

● 水や薬品などが、かかるおそれのある
ところに置かないでください。

お願いSTOP

△! 注意
● 長時間ご使用にならないときは、安全
のため必ず電源アダプタをコンセント
から抜いてください。

　 絶縁劣化による感電や、漏電火災の原
因になることがあります。
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お使いになる前に

停電したときは ･････
● 約１日以上停電があると、時計の曜日・時刻は消

えます。通電後、曜日・時刻を合わせてください。
（→P.12）
（録音内容や暗証番号、自動呼出番号などの登録
内 容は停電しても消えることはありません。）

■ セットの確認
● 次のものがそろっていることをお確かめください。セットに足りないものがあったり、取扱説明書に乱丁・落

丁があった場合には、販売店または最寄りの当社営業所へご連絡ください。当社営業所につきましては、当社
ホームページ（http://www.takacom.co.jp）の「営業拠点」をご覧ください。

本体 フラッシュ
メモリーカード

（１枚）

モジュラー
コード
（１本）

電源アダプタ
（１個）

木ネジ ( 壁掛用 )
（２本）

■ 取り付けについて
● 共同電話、公衆電話、地域集団電話にはご使用になれません。
● モジュラー式電話コンセントがついているときは、付属のモジュラーコードを差し込むだけでお使いになれま

す。
（→P.40）

● ビジネスホン・ホームテレホンなどに接続する場合は、工事担任者資格が必要です。販売店または当社営業所
へご相談ください。（→P.41）

■ 電源について

※	本書では以後メモ
リーカードといいま
す。

■ ナンバー・ディスプレイ（発信電話番号表示サービス）について
● 本機は、ナンバー・ディスプレイに対応した端末が接続されている場合に限り、ナンバー・ディスプレイに対

応しています。ナンバー・ディスプレイはＮＴＴが提供するサービスで、着信があると相手の電話番号を表示
できる機能です。
ナンバー・ディスプレイにご加入になるときは、ＮＴＴへ申し込んでください。くわしくは、ＮＴＴ窓口へお
問い合わせください。

■ 登録時のお願い
● 時計・暗証番号等の登録操作中、約２分間、何もしないと、自動的に解除状態になります。このときは、最初

から登録をやり直してください。

電源は ･････
● 電源アダプタは、いつもコンセントに接続してお

使いください。
● はずれたり、停電のときは、本機は使用できません。

お使いになる前に

取扱説明書
（一式）
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お使いになる前に

メモリーカードの出し入れ
◎ 添付のメモリーカードを入れます。

■ 入れかた ■ 出しかた
1 メモリーカバーを開けます。
2 動作ランプが消灯していることを確認します。
3 メモリーカード挿入口から、ラベル面を上にして、

しっかり奥まで差し込みます。

1 メモリーカバーを開けます。
2 動作ランプが消灯していることを確認します。
3 メモリーカードの両端を、手でつまんで引き出し

ます。

● メモリーカードは、交換できます。
・ メモリーカードを本機から抜いてもメッセージ 
は消去されません。（電池は必要ありません。）

・ あらかじめ録音したメモリーカードを用意して
おけば、カセットテープと同じように、応答メッ
セージを交換してご使用になれます。

・ 録音された用件メッセージが保存できます。
● １枚のメモリーカードで３種類の応答メッセージ

が録音できます。例えば
・平日の業務終了案内に
・休日／祝祭日の案内に
・臨時休業の案内に

● メモリーカードは、次の２種類（別売）あります。
・ 60分用 [HFC-60M]		
・ 120 分用 [HFC-120M]		
※ 上記の時間内で、３種類の応答メッセージと用

件メッセージが録音できます。

メモリーカードについて

● メモリーカードが入っていないときや入れかた
が悪いときは応答ランプ１～３の全部が点滅し、
「ピピ」とアラーム音が鳴ります。
このときは、全ての操作が行えません。

● メモリーカードが正しく入っているときは、選
択ボタンで選ばれた応答ランプが
・点滅しているときは、応答メッセージが録音さ
れていません。

・点灯しているときは、応答メッセージが録音さ
れています。

● メモリーカードを出し入れするときは
・必ず、動作ランプが消灯していることを確認し
てください。

・動作ランプが点灯中に、メモリーカードの出し
入れを行うと、メモリーカードが壊れたり、録
音時間が短くなる場合があります。

● メモリーカードに重いものをのせたり、強い力
を加えないでください。

● 差し込む方向を間違うと機器を破損することが
あります。ご注意ください。

お願いSTOP   

 ワンポイント

コネクタ部分

この方向に差
し込みます

△
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各部の名前とはたらき

月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録

動作マイク
留守

録音・・・

各部の名前とはたらき
各部の名前とはたらき

● タイマーボタン
タイマーで留守セットやタイ
マーを解除するとき押します。
● 表示切替ボタン
着信記録や総録音件数、メモ
リーカードの録音残時間の表
示に切り替えるとき押します。
● 呼出１～３ボタン
自動呼出のセットや登録など
のとき押します。
● 説明ラベル

● 応答／時刻ボタン
「応答録音」の応答メッセージ
を録音するときや時刻を合わせ
るとき押します。
● 応答専用／暗証番号ボタン
「応答専用」の応答メッセージ
を録音するときや暗証番号の登
録をするとき押します。
● 登録ボタン
登録するとき押します。
● 応答再生／機能登録ボタン
応答メッセージを再生するとき
や機能登録をするとき押しま
す。

1 2 3 応答 応答専用 応答再生 登録
表示切替 タイマー

時刻 暗証番号
機能登録呼出 ・

■ 正面
● スピーカ
録音内容などを拡声します。
● ディスプレイ
着信回数や登録内容などを表示
します。
● 大（音量）ボタン
スピーカ音量を大きくするとき
押します。
● 小（音量）ボタン
スピーカ音量を小さくするとき
押します。
● 通録ボタン
通話録音するとき押します。
● 消去ボタン
メッセージや登録値を消去する
とき押します。
● 戻しボタン
用件を巻戻しするときや登録の
とき押します。
● 前スキップボタン
前の用件メッセージへスキップ
するときや登録などのとき押し
ます。
● マイク
応答メッセージを録音するとき
使用します。
● 後スキップボタン
次の用件メッセージへスキップ
するときや登録などのとき押し
ます。

● 応答ランプ１
応答メッセージ１が選択されて
いるとき点灯します。
● 応答ランプ２
応答メッセージ２が選択されて
いるとき点灯します。

● 応答ランプ３
応答メッセージ３が選択されて
いるとき点灯します。
● 応答メッセージシート
応答メッセージの内容などをメ
モします。
● 選択ボタン
応答メッセージを選択するとき
押します。
● 送りボタン
用件を早送りするときや登録の
とき押します。
● 解除ボタン
動作を停止するとき押します。
● 再生ボタン
用件メッセージを再生するとき
押します。
● 動作ランプ
動作中やベル受信しているとき
点灯または点滅します。
● 通録ランプ
通話録音中や自動通話録音に
セットされているとき点灯しま
す。

● 留守ボタン
留守セットをするとき押します。
留守ランプが内蔵されています。
● スイッチカバー
応答メッセージの録音などのとき
に開けます。

《スイッチカバー内部》

AT-D770
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各部の名前とはたらき

・[ 小 ] ボタンを押す
ごとに、音量は小さ
くなります。

・押し続けると、段階
的に音量が、小さく
なります。(8段階 )

● 電源アダプタ用ジャック
電源アダプタを接続するジャックです。

● メモリーカバー
メモリーカードを挿入または取り外すとき開けま
す。

● テープジャック
テープレコーダから応答メッセージを録音するとき
使用します。

● 回線用モジュラージャック
電話回線を接続するモジュラージャック
です。

● 電話機用モジュラージャック
電話機を接続するモジュラージャックで
す。

● メモリーカード挿入口
メモリーカードを挿入します。

■ 後面

■ 右側面

■ 左側面

● 音量を調節したとき、約３秒間、ディスプレイのレ
ベル表示に音量を表示します。

● レベル表示の点灯数が多いほど、大きい音量で、再
生や居留守応答のモニターができます。

● 応答メッセージおよび用件の再生音の音量
・待機中または再生中に音量調節ができます。

● 居留守応答のモニター音量
・留守セット中に、音量調節ができます。
・居留守応答のモニター音量は、再生音の音量とは
別に音量調節ができます。

音量調節のしかた

小　　音量　　大

● イヤホンジャック
　イヤホンを接続します。

ワンポイント
● イヤホンを接続していると、スピーカからは

音がでません。

・[ 大 ] ボタンを押す
ごとに、音量は大き
くなります。

・押し続けると、段階	
的に音量が、大きく
なります。(8段階 )

小　　音量　　大
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各部の名前とはたらき

⑩ 月～日 曜日を表示しているとき点灯します。

⑪
( カウンタ )

録音件数、時刻、動作状態などを表示
しているとき点灯します。(12桁 )

⑫ 録音時間
カウンタ⑪の下４桁が録音時間を表示
しているとき点灯します。

⑬ 音量
レベル⑯が再生音の大きさを表示して
いるとき点灯します。

⑭ AM PM
時刻を表示しているとき点灯し、AM
は午前を、PMは午後を表しています。

⑮ 再生
用件メッセージを再生しているとき点
灯します。

⑯
( レベル )

用件のメモリー使用量や再生音量を表
示しているとき点灯します。

⑰ 録音量
レベル⑯が用件のメモリー使用量を表
示しているとき点灯します。

⑱ NEW（新）
留守セット時の未再生メッセージを表
示しているとき点灯します。

①
( タイマー )

タイマー機能を使用しているときやタ
イマー登録中に点灯します。

②
( 暗証番号 )

暗証番号が登録されているときや暗証
番号を登録中のとき点灯します。

③ 呼出1,2,3
自動呼出がセットされているときや呼
出先を登録中に点灯します。

④ 件
カウンタ⑪の上４桁が録音件数などを
表示しているとき点灯します。

⑤ 応答専用
応答専用メッセージが選択されている
とき点灯します。

⑥
( ポケベル )

ポケットベルが選択されているとき点
灯します。

⑦
( 携帯電話 )

携帯電話が選択されているとき点灯し
ます。

⑧
( 一般電話 )

一般電話が選択されているとき点灯し
ます。

⑨ 登録
時刻や機能登録などを登録中のとき点
灯します。

ディスプレイの見方
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩
⑪
⑫
⑬

⑭⑯⑰

⑱

⑮

録音量 音量

呼出 １２３

AMPM

応答専用件

録音時間       NE W

登録

再生

月火水木金土日
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各部の名前とはたらき

1 解除  を押す
2 スイッチカバーを開けて、 登録  を押す
3 表示切替  を押している間、次の表示になります。

総録音件数・有効録音件数・録音残時間の表示のしかた

ディスプレイの表示切替のしかた

① 総録音件数
・現在録音されている総録音件数を表示します。

② 有効録音件数
・保存された録音も含め録音された件数のうち、
実際に用件が録音された件数を表示します。

③ 録音残時間
・用件メッセージが録音できる時間を、【分：秒】
で表示します

③録音残時間①総録音件数
（最大160件）

②有効録音件数

◎ ナンバー・ディスプレイに加入して、かつナン
バー・ディスプレイに対応した端末が接続されて
いるときは、かけてきた相手の電話番号を確認で
きます（着信記録）。

２ 表示中に、
・ 後スキップ  を押すと、次の着信記録を表示し
ます。

・ 前スキップ  を押すと、１つ前の着信記録を表
示します。

・ 表示切替  を押している間、録音の件目と着信
時刻を表示します。

３ 約２分間、何もしないと、自動的に、表示が消
えます。（留守セット中のとき、 解除  を押す
と留守セットが解除になります。）

① 留守セットがされて
いるときに、かかっ
てきた相手

② 留守セットがされて
いないときに、か
かってきた相手

１ 待機中または留守セット中に、スイッチカバー
を開けて、 表示切替  を押すと、一番新しくか
かってきた相手の電話番号が次のように表示さ
れます。

● 相手の電話番号が表示されずに、次のように表示
されることがあります。
① 相手が「184」をダ

イヤルしてからかけ
てきたとき

② 相手が公衆電話から
かけてきたとき

③ 相手がナンバー・
ディスプレイサービ
スのない地域からか
けてきたとき

④ 着信記録がないとき

● 最大 141 件まで記録します。141 件を越え
ると、一番古い着信記録から順次消去します。

● 表示中に、 消去  を約２秒押し続けると、
「ピー」と鳴って、すべての着信記録が消去さ
れます。( 個別に消去はできません )

※ 上記①～④以外に相手の電話番号が検出できなかった
ときや送られて来なかったときには、【  】または
【  】を表示することがあります。

着信記録の表示のしかた

4 表示を終わるとき、 解除  を押す

ワンポイント

件

録音時間

AMPM

件 月火水木金土日
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留守番電話の準備をする

スイッチカバーを開け、
応答／時刻  を押し続ける

（約２秒間）

スイッチカバーを開け、
応答専用／暗証番号  を押し
続ける（約２秒間）

◎ ご使用の前に、メモリーカードへ応答メッセージを録音します。
◎ 相手に用件録音を依頼する「応答録音用メッセージ」と用件録音をしない「応答専用メッセージ」とは録音方

法が異なります。

応答メッセージを録音する

■ 応答録音用メッセージを録音する

1 1解除  を押す 解除  を押す

2 2選択  を繰り返し押して、
応答メッセージの番号を選ぶ

選択  を繰り返し押して、
応答メッセージの番号を選ぶ

3 3

4 4「ピッピッピー」と鳴ったら、
手を離し、マイクに向かって
録音を始める

「ピッピッピー」と鳴ったら、
手を離し、マイクに向かって
録音を始める

5 5録音が終わったらもう一度、
応答／時刻  を押す

録音が終わったらもう一度、
応答専用／暗証番号  を押す

解除 解除

時刻 暗証番号

暗証番号時刻

応答 応答専用

応答専用応答

選択 選択

マイク マイク

選んだ応答メッセージのランプが
点滅または点灯されます。

選んだ応答メッセージのランプが
点滅または点灯されます。

動作ランプが点灯されます。 動作ランプが点灯されます。

ディスプレイに応答メッセージ番
号と録音時間が表示されます。

ディスプレイに応答メッセージ番
号と録音時間が表示されます。

「ピー」と鳴って、今録音したメッ
セージが聞こえます。

「ピー」と鳴って、今録音したメッ
セージが聞こえます。
ディスプレイに【応答専用】が表
示されます。

留守番電話の準備をする

■ 応答専用メッセージを録音する

解除

選択月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

スイッチカバー

動作ランプ

応答メッセージ
ランプ1～ 3

ディスプレイ

マイク

消去

応答／時刻 応答専用／暗証番号

応答再生／機能登録
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留守番電話の準備をする

■ 応答メッセージを再生する
1 選択  を押して、応答メッセージの番号を選ぶ
2 応答再生／機能登録  を押す

■ 応答メッセージを消去する
1 解除  を押す
2 応答メッセージを上記の要領で再生中に、 消去  を

約２秒以上押し、「ピー」と鳴ったら手を離す

■ テープレコーダから録音するとき
1 あらかじめテープレコーダへ応答メッセージを録音

しておきます。
2 テープレコーダを再生し、応答メッセージの冒頭で

一時停止しておきます。
3 テープレコーダ接続コード ( 市販のモノラル用を使

用してください。) で、テープレコーダの出力（イ
ヤホンジャック等）と本機左側面の「テープジャッ
ク」を接続します。

4 左記「応答メッセージを録音する」の手順で、
① 手順４で、「ピッピッピー」と鳴ったら、テープ

レコーダを再生させます。
・スピーカから録音中のメッセージが聞こえます。
・マイクとのミキシング録音はできません。

② 録音が終わったら手順５へ進みます。

● 録音のやり直しは、手順１から行ってください。
● 録音は、マイクから20～ 30cmの位置で行っ

てください。
● 応答メッセージが３種類録音できます。（→P.5）
● 一つの応答メッセージの最大録音時間は５分で

す。
● 応答メッセージの再生音量は、 音量  で調節

できます。（→P.7）

出荷時のメモリーカードには、応答メッセージ１，
２に応答録音用メッセージ、応答専用メッセージ
がそれぞれ録音されています。（内容は→P.38）
応答メッセージ１，２に新たな録音をしますと、こ
のメッセージは消去されます。

ワンポイント

【録音中のディスプレイ表示例】

【再生中のディスプレイ表示例】

【消去中のディスプレイ表示例】

・応答録音用で、メッセージ番号1の例

・応答専用で、メッセージ番号3の例

録音量

録音時間

録音量

応答専用

録音時間

点滅します。
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留守番電話の準備をする

時計を合わせる

1

2 スイッチカバーを開け、
登録  を押す

3 応答／時刻  を押す

4 「曜日」の登録
戻し  または  送り  で現在
の「曜日」を選ぶ

5 後スキップ  を押す

6

7

8

◎ 内蔵の時計に、現在の曜日と時刻を登録します。時計を登録すると、用件が録音された曜日と時刻（タイムス
タンプ）をディスプレイに表示したり、合成音で拡声できます。

■ 登録のしかた
（水曜日、午後5時 20分の登録例）

解除

登録

時刻
応答

戻し 送り
－ ＋

動作ランプが点灯されます。 

ディスプレイに、【--------】が表示
されます。

「曜日」が確定し、「時」が点滅さ
れます。 

「時」が確定し、「分」が点滅され
ます。 

「曜」日の表示が変わります。 

「時」の表示が変わります。 

「分」の表示が変わります。 

解除  を押す

「時」の登録
戻し  または 送り  で現在
の「時」を選ぶ

戻し 送り
－ ＋

後スキップ  を押す

戻し 送り
－ ＋

「分」の登録
戻し  または 送り  で現在
の「分」を選ぶ

解除

月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

スイッチカバー

動作ランプ

ディスプレイ

戻し／送り

後スキップ

・曜日／時刻／分
を選択します。

・選択した曜日／
時刻／分を確定
して次の登録に
進みます。

応答／時刻 登録

登録

AMPM

登録

月火水木金土日

AMPM

登録

月火水木金土日

AMPM

登録

月火水木金土日

（点滅）

（点滅）

（点滅）
（点滅）

AMPM

登録

月火水木金土日

AMPM

登録

月火水木金土日

AMPM

登録

月火水木金土日

ディスプレイに、時刻登録画面が
表示されます。
「曜日」が点滅します。
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留守番電話の準備をする

登録  を押す

10

9

● 約１日以上停電があると、時計の登録は消去さ
れます。
通電後、手順１から登録をし直してください。

登録

解除

■ 時刻を修正する
→手順１からやり直す

■ 時刻を正確に合わせる
→手順８のとき現在時刻の１分後を選び、ちょう
ど０秒になったとき手順９を行う

ディスプレイに、「曜日／時刻」
が表示されたあと、【--------】が表
示されます。

ディスプレイに、「曜日／時刻」が
表示されます。

解除  を押す

ワンポイント

録音量

AMPM

件 月火水木金土日
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留守セットをする

留守セットをする

解除  を押す

2 選択  を繰り返し押し、応答
メッセージの番号を選ぶ

3 留守  を押す

◎ 相手の用件を録音する「応答録音」と相手の用件を録音しない「応答専用」の２とおりの使いかたができます。

解除

選択

留守

選んだ応答メッセージのランプが
点灯されます。
応答専用で使用する場合は、「応
答専用メッセージ」を選択します。
ディスプレイに【応答専用】が表
示されます。

「ピッピッピー」と鳴って、留守ラ
ンプが点灯または、点滅（未再生
メッセージがあるとき）されます。
自動呼出機能を使うときは、呼出
ボタンを押します。（→P.31）

留守セットをする

● 応答専用メッセージが選択されているときの
ディスプレイ表示

・留守セットすると、総着信件数は０件になります。
・総着信件数は、本機が応答したすべての着信件数です。

● 応答録音用メッセージが選択されているとき
のディスプレイ表示

・留守セットすると、メッセージを保存しない場合、一
度でも再生した用件は、自動的に消去され、同時に録
音件数もクリアされます。（リモコン再生した用件も
消去されます。）

● 録音された用件を消去せず、保存して留守セッ
トをしたいときは、機能登録の「用件保存し
て留守セット」を「する」に設定してください。
（→P.37 4 ）

●  留守  を押しても、「ピピ ･･･」と鳴って留守
セットできないときは、用件録音のメモリー
カードの残容量がありません。
このときは、録音済みの用件を再生後消去し
てから留守セットしてください。（→P.18）
録音された用件でメモリーカードの容量がな
くなった時、または 160件を越えると録音量
の表示が点滅し、メモリーカードの残容量が
ないことをお知らせします。

● 選択した応答メッセージのランプが点滅して
いるとき（該当の応答メッセージが録音され
ていないとき）は、留守セットができません。

● 留守セット時に録音件数が表示されていると
きは、未再生の用件が残っている場合です。

応答専用表示

総着信件数
( 最大 9999件 )

録音件数
( 最大 160件 )

1

ワンポイント ワンポイント

録音量

AMPM

応答専用件 月火水木金土日

録音量

AMPM

件

       NEW

月火水木金土日

呼出

● 留守ランプの表示
ランプの状態 本機の状態

消灯 留守解除中
点灯 留守セット中
遅い点滅 留守セット中で、未再生の用件があるとき
ときどき短く点灯 留守解除中で、未再生の用件があるとき
点灯中、早い点滅を
繰返す 留守セット中で、用件満杯のとき

早い点滅 タイマー留守セット中に、応答メッセージ
の録音がないとき

解除

選択
月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

留守ランプ

応答メッセージ
ランプ1～ 3

留守

ディスプレイ

音量
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留守セットをする

● 用件はメモリーカードにメモリーカードの容量
（60分）から応答メッセージの録音時間を引い
た時間または総録音件数160件まで録音できま
す。

● フラッシュメモリーカードを採用していますの
で、停電になっても録音内容が消えることはあ
りません。

用件録音について

■ 留守中の動作

● 留守応答するまでの呼出回数を１～９回に変更
できます。（→P.37 1）
・お買い上げ時は、呼出音１回で応答します。

● 用件録音の制限時間を変更できます。
（→P.37 3）
・お買い上げ時は、１件あたり３分間（メモリー
カードの残容量以内で）録音できます。

・１件あたり１～９分または無制限に変更でき
ます。

● 用件を保存して留守セットができるように変更
ができます。（→P.37 4 ）
・お買い上げ時は、一度再生した用件は消去し
て留守セットします。

● 用件が録音された曜日・時刻（タイムスタンプ）
を合成音で拡声できます。
（→P.37 5）

留守機能の変更ができます

呼出音が１回鳴ると、電話がつながる

※ 相手の電話番号は、別途ナンバーディスプレイ対応
の機器が接続されている場合に表示されます。

2

3

呼出音にあわせて、動作ランプ
が点滅されます。
ナンバー・ディスプレイに加入
しているときは、相手の電話番
号が表示されます。

相手に応答メッセージが聞こえる

スピーカからも応答メッセージ
が聞こえます。
応答専用メッセージのときは、
応答メッセージ送出後、電話が
切れます。

スピーカから相手の声が聞こ
えます。
用件の録音が終わると、電話が
切れます。

相手の用件を録音する

● 手順３のとき、電話機から応答します。
本機の留守番動作は停止し、相手と直接通話が
できます。ただし、ビジネスホンに設置の場合、
電話機で応答できないことがあります。

居留守応答するには

相手の用件を録音

解除  を押す

留守セットを解除する

解除
留守ランプが消灯されます。
（未再生の用件メッセージがある
ときはゆっくり点滅します。）

はい○○です。

11

● 相手の声が小さい場合や、何も話さない場合は、
８秒後に録音が停止し、電話が切れます。

● イヤホンを接続していると、スピーカからは音
が出ません。

ワンポイント

● 相手の声（モニター音量）は、留守待機中（留
守ボタンが赤く点灯中）に 音量  で調節できま
す。（→P.7）

モニター音量を調整するには
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用件を再生する

相手の電話番号を取得している場合は、再生中に
表示切替  を押すと、現在再生中の相手の電話番
号が表示されます。

　　　　　　　
再生

◎ 留守中に用件が録音されているときは、留守ランプが点滅し、ディスプレイに録音件数が表示されています。

用件を再生する

解除

再生

解除  を押す

留守ランプがゆっくり点滅されま
す。

新しい用件の一番目が再生されま
す。
すべての用件の再生が終わると、
「ピピ ･･･」と鳴ってディスプレ
イに【  】が表示され、再生
が解除になります。
留守ランプが消灯されます。

再生  を押す

用件を再生する

■ 再生中のディスプレイ表示

● ナンバーディスプレイに加入しているときは

2

1

● 留守セットのまま、 再生  を押すと、用件を一
時再生します。再生後、留守セットを継続します。

● イヤホンを接続していると、スピーカからは音
が出ません。

● 再生済みの用件を再生するには
・新しい用件の一番目を再生中に、
前スキップ  を２回押すと、再生済みの用件
メッセージの最後に移ります。さらに  
前スキップ  を押すことによって前の再生済
みの用件メッセージに移ります。

・新しい用件が録音されていないときは、 
再生  を押すと、再生済みの用件メッセージ
の最初から再生します。

● 用件が録音されていなくても、雑音などで録音
件数に加算される場合があります。

AMPM

件

       NEW
再生

月火水木金土日

新しい用件

再生中の用件番号

用件録音開始
曜日・時刻

録音件数

（巻戻・早送中は、用件再生経過時間）

ワンポイント

表示切替

解除

月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

留守ランプ

ディスプレイ

再生

音量

後スキップ

前スキップ

戻し

送り

● 再生音量は、用件を再生中に 音量  で調節でき
ます。（→P.7）

再生音量を調整するには
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用件を再生する

戻し  を押し続ける
● その用件の中で巻き戻しされます。

次の操作は、再生中のみ有効です。

■ リピート再生・バック再生する

■ スキップ再生する

■ 再生を一時停止する

前スキップ  を押す
● １回押すと、現在の用件の先頭へ戻っ

て再生されます（リピート再生）
● ２回押すと、一つ前の用件の先頭へ

戻って再生されます（バック再生）

後スキップ  を押す
● １回押すと、次の用件の先頭へスキッ

プして再生されます（スキップ再生）

再生
再生  を押す
● 再生が一時停止されます
● もう一度、 再生  を押すと、再生が

再開されます
一時停止中に、約１分間再生をしないと、再生が
再開されます。

送り
＋

戻し
－

送り  を押し続ける
● その用件の中で早送りされます。

■ 早送りする

■ 巻き戻しする

スキップ

後スキップ

スキップ

前スキップ
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用件を再生する

用件を消去する

■ 用件ごとに消去する
再生  を押す

《消去したい用件を再生中に》
消去  を約２秒以上押し続け

「ピー」と鳴ったら手を離す

■ 用件を一括して消去する
解除  を押す

消去  を約２秒以上押し続
け、「ピッピッピッピ－」と
鳴ったら手を離す

◎ 再生済みの用件は、次の操作で消去できます。
（機能登録の「用件を保存して留守セット」を「しない」に設定してあるときは、留守ボタンを押すと、
未再生の用件だけを残し他の用件は自動消去されますので、この操作を行う必要はありません。）

再生 解除

消去

消去

● 再生中に早送りやスキップ操作で、次の用件ま
で送った場合は、再生済みとみなし消去されま
すのでご注意ください。
（リモコン再生時も同様です。）

● 消去中は、次のように表示されます。

　　　　　
件

再生

● 未再生用件および最後まで再生していない用件
は消去できません。
（用件ごとに消去する場合は、再生途中でもそ
の用件は消去できます。）

● 一時再生（留守セットのまま再生すること）だ
け行った用件は、再生済みとなりませんので一
括消去できません。

● 一括消去中は、次のように表示されます。

　　　　　

用件が消去されると、次の用件の
再生になります。消去ボタンを押
せば続けて消去できます。

保存された用件も一括して消去
されます。

3

2

1 1

ワンポイント

ワンポイント

前スキップ  または
後スキップ  で消去したい
用件を再生します

2
スキップ
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用件を再生する

＜メモ＞
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リモコン操作をする

暗証番号を登録する
◎ リモコン操作をする前に暗証番号を登録してください。
◎ 暗証番号は、４～８桁の任意の番号が設定できます。

応答専用／暗証番号  を押す

7 ４桁目 (最終桁 ) の登録
戻し  または  送り  で、
４桁目（最終桁）の暗証番号
を選ぶ

登録  を押す8

■ 登録のしかた（４桁 "5012” の例）

応答専用
暗証番号 ■暗証番号を確認する

→ 手順１・２・３の順にボタンを押す（登録済み
の暗証番号を表示します）。確認後は、 解除  を
押す。

■暗証番号を消去する
→ 手順１・２・３のあと 消去  を約２秒以上押し

続け、「ピー」と鳴ったら手を離し、解除  を押す。
■暗証番号を変更する

→ 暗証番号を上記の手順方法で消去後、手順１か
ら新しい暗証番号を登録する。

ディスプレイに、暗証番号の登録
画面が表示されます。

ディスプレイに、今登録した暗証
番号が表示されたあと、【--------】
が表示されます。

リモコン操作をする

1 解除
解除  を押す

2

3

スイッチカバーを開け、
登録  を押す

登録
登録

動作ランプが点灯します。 

ディスプレイに、【--------】が表示
されます。

登録

（点滅）

登録 （点滅）

戻し 送り
－ ＋

登録

解除 ディスプレイには、「暗証番号」マー
クが表示されます。

解除  を押す9

録音量

AMPM

件 月火水木金土日

暗証番号マーク

解除

月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

スイッチカバー

動作ランプ

ディスプレイ

戻し／送り

後スキップ

・暗証番号を選択
します。

・選択した暗証番
号を確定しま
す。

登録応答専用／暗証番号

スキップ

後スキップ

１桁目の登録
戻し  または  送り  で、
１桁目の暗証番号を選ぶ

4 戻し 送り
－ ＋

１桁目の表示が変わります。 
登録

１桁目が登録されました。

戻し 送り
－ ＋

5 後スキップ  を押す

（点滅）
登録

6 ２～３桁目の登録
手順４および手順５と同じ方
法で２～３桁目の暗証番号を
登録する

登録

（点滅）
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リモコン操作をする

リモコン再生をする
本機へ電話をかける

《応答メッセージ再生中に》
暗証番号を押す

● リモコン操作は、プッシュ信号の出る電話機か
ら行ってください。

● 暗証番号は、ゆっくり確実に押してください。
間違った暗証番号を16回押すと電話が切れま
す。

● 携帯電話のときは、リモコン信号が受け付けさ
れない場合があります。

● 再生終了音「ピピ ･･･」を聞いてから、電話を
切ってください。

● トールセーバー機能がご使用になれます。
（→P.37 2 ）

● ナンバー・ディスプレイに加入しているときは、
相手の電話番号が通知されたとき、および、公
衆電話からかけてきたときのみリモコン開始が
できるように変更ができます。（→P.38 14）

● 用件再生とメモ録音の操作以外はリモコン操作
ができないように変更できます。（→P.38 13）

用件の再生順序

　   用件Ａ     用件Ｂ     用件Ｃ     用件Ｄ
			 
             再生                        再生

スタート
位置

１回目の
リモコン再生

２回目の
リモコン再生

● ２回目にリモコン再生したときは、新しい録音
件数と用件Ｃ・Ｄが聞こえます。
毎回新しく録音された用件から聞こえます。

● ２回目のリモコン再生で前回分の用件Ａ・Ｂを
聞きたいときは、ダイヤル 2  を押します。

２回目にリモコン再生したとき

■ 暗証番号を受け付けしないとき
→ 暗証番号を押し直す

■ 用件が録音されていないとき
→ 手順３で、「新しいメッセージはありません」「ピ

ピ ･･･」と聞こえる
■ 用件録音が満杯で応答しなくなったとき

→ 「外出先から留守セットする（→ P.24）」の方
法で用件を再生し、用件を消去する

用件の録音件数に続いて、用
件が再生される

すべての用件を聞き終わる
と、「ピピ ･･･」という再生
終了音が聞こえる

■ リモコン再生だけのとき
→ ここで電話を切る

■ 各種リモコン機能を使うとき
→ 「その他のリモコン操作をする（→P.22）」

を行う

暗証番号を受け付けると、「ピー」
という信号音が聞こえます。

再生中は、リピート再生やスキッ
プ再生などができます。（→P.22）

● 再生は次のような順序で進みます。
用件
①

用件
②

ピー ピー曜日
時刻

曜日
時刻

録音
件数

→ → ･･･

10秒間の無音「ピピ ･･･」( 再生終了音 ) →

● 再生終了音のあと、10秒間何もしないと電話が
切れます。

再生の順序

用件

ﾋﾟﾋﾟ ･･･

この間に「その他のリモコン操作をする」
の操作を始める

→

→

→

1

2

3

4

①②③
④⑤⑥
⑦⑧⑨
①①①０ ＃

ワンポイント
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リモコン操作をする

■ リピート再生をする

■ バック再生をする

■ 頭出し再生をする

■ スキップ再生をする

■ 2 秒間巻き戻しをする

その他のリモコン操作をする

■ 応答メッセージを録音する

ダイヤル 0  を押す

ダイヤル 1  を押す

ダイヤル 2  を押す

ダイヤル 3  を押す

ダイヤル  を押す

● 応答録音用を応答専用メッセージとして録音す
ることはできません。その逆も同様です。

● 未録音の応答メッセージ番号に録音すると、自
動的に応答録音用になります。

● メモリーカードが満杯時は、「応答メッセージ
（１，２，３）の録音ができません」のガイダンス・
メッセージが聞こえます。

《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 4    #  の順に
押す

現在流している応答メッセージが
「１」であれば「応答メッセージ
（１）を録音します」のガイダンス・
メッセージが聞こえます。
その後「ピー」という音がしたら、
録音を始めます。

《録音が終わったら》
ダイヤル 4  を押す

■ 現在流していない応答メッセージを録音
し直す
→手順１のときダイヤルを
・ 4    1  の順に押すとメッセージ１
・ 4    2  の順に押すとメッセージ２
・ 4    3  の順に押すとメッセージ３
に対応して「応答メッセージ（１，２，３）を録音
します」のガイダンス・メッセージが聞こえます。
録音後、現在流しているメッセージが、録音した
新しいメッセージに切り替わります。

１

２

３

４

次の操作はリモコンから再生中のみ有効です。

０
再生中の用件の先頭から再生されます。

一つ前の用件の先頭から再生されます。
再生終了音のあとに押しても、バック再
生をします。

最初の用件の先頭から再生されます。
再生終了音のあとに押しても、頭出し再
生をします。

一つ後の用件の先頭から再生されます。

1回押すごとに、用件が約 2秒間だけ巻
き戻されて、再生されます。

現在流している応答メッセージが
上書き録音されます。

「ピー」と鳴ってから、録音した応
答メッセージが聞こえます。
録音した応答メッセージを再生後
「ピーピーピー」と鳴り、リモコン
操作状態に戻ります。

④＃④ →

■ 相手番号をアナウンスする
ダイヤル #  を押す
ナンバー・ディスプレイがついている
メッセージを再生しているときは、再生
が中断され、「相手先の電話番号は、×
× ･･･ ×です」とその相手の電話番号が
アナウンスされます。相手の電話番号が
ないときは、「相手先の電話番号はあり
ません」とアナウンスされます。

＃

応答
メッセージ

その他のリモコン操作時には、ガイダンス・メッセー
ジ（P.26 ガイダンスメッセージ一覧参照）が聞こえ
ます。

1

2

3

ワンポイント
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リモコン操作をする

⑥→ ①           
　→ ②
   → ③

■ 応答メッセージの番号を変える

■用件を消去して再セットする

その他のリモコン操作をする

《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、
6    応答番号  の順に押す

選択した応答メッセージが聞
こえるので、内容を確認する

《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 5    0  の順に
押す

応答１のときは、 6    1
応答２のときは、 6    2
応答３のときは、 6    3

「用件メッセージをすべて消去し
て留守セットします」のガイダン
ス・メッセージが聞こえます。
「ピー」という音が聞こえ、電話
が切れます。
保存分も、すべて消去されます。

■ タイマーを解除する

《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 9     の順に
押す

「タイマーを解除します」のガイ
ダンス・メッセージが聞こえます。
「ピーピーピー」という音が聞こ
え、タイマーが解除されます。

応答
メッセージ

■ タイマーをセットする
《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 9    #  の順に
押す

「タイマーをセットします」のガイ
ダンス・メッセージが聞こえます。
「ピーピーピー」という音が聞こえ、
タイマーがセットされます。

タイマーで本機を運用していると
きは、このリモコンで応答メッ
セージの番号を変える機能は使え
ません。

■ 応答メッセージを再生する
《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 6    #  の順に
押す

現在流している応答メッセージが
再生されます。

● 応答メッセージがないときは、「応答メッセー
ジ（１，２，３）の録音がありません」のガイダ
ンス・メッセージが聞こえます。

1 1

1

1

1

2

④＃⑥ →

ワンポイント

④⑤ → 0

④＃⑨ →

④⑨ →
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リモコン操作をする

その他のリモコン操作をする

■ メモ録音する
リモコン再生したあと、他の人への伝言や自分の覚え
を残すのに便利です。

《再生終了音のあとに》
ダイヤル 7  を押す

「ピー」という音がしたら、
録音を始める

《録音が終わったら》
電話を切る

● 録音の途中で約８秒間何も話さないと、電話が
切れます。

● メモ録音の件数は、録音件数および再生のとき
の件数アナウンスに加算されます。

● メモ録音中に暗証番号を入力すると、再びリモ
コン操作が可能となります。

● メモリーカードが満杯時は、「メモの録音がで
きません」のガイダンス・メッセージが聞こえ
ます。（メモ録音はできません）

７

メモ

カチャ

「メモを録音します」のガイダン
ス・メッセージが聞こえます。

《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 5     の順に
押す

《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 5    #  の順に
押す

■ 外出先から留守セットする
留守セットを忘れて外出したときは、外出先からリモ
コン操作で留守セットができます。

本機へ電話をかけ、呼び続
ける（呼出音が 45秒または
90秒鳴ると、応答する）

応答メッセージが聞こえた
ら、暗証番号を押す

■ 留守セットを解除する

● お買い上げ時は、外出先から留守セットはでき
ない設定になっています。
機能設定の「リモコンで留守セット（→P.37
10）」を「する」に設定を変更してください。

● 応答メッセージは、「ただいまは、電話に出る
ことができません。恐れ入りますが、あらため
てお電話をいただけます様、お願いいたしま
す。」の固定メッセージになります。

● 消去するメッセージがないときは、「留守セッ
トします」のガイダンス・メッセージが聞こえ
ます。（留守セットのみ）

未再生用件がある場合は再生され
ます。

「再生済みメッセージを消去して
留守セットします」のガイダンス・
メッセージが聞こえます。
「ピー」という音が聞こえ、電話
が切れます。
再生済みの用件は消去されます。
（保存の用件は消去されません。）

「留守を解除します」のガイダン
ス・メッセージが聞こえます。
「ピー」という音が聞こえ、電話
が切れます。

1
1

1

2

2

3

3

①②③
④⑤⑥
⑦⑧⑨
①①①０ ＃

④＃⑤ →

ワンポイント

ワンポイント

④⑤ →
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リモコン操作をする

■ 自動呼出機能をセットする ■ 自動呼出機能を解除する

■ 自動呼出番号を確認する

● 呼出番号が登録されていないときは、「呼出（１，
２，３）をセットできません」のガイダンス・メッ
セージが聞こえ「ピーピーピー」という音がし
て、セットできません。

● 番号を間違えたときは、ダイヤルを、 8     
の順に押して、入力をやり直します。

● 自動呼出機能が稼働中に呼び出し先を変更する
ときは、①まず 8     で自動呼出機能を解
除し、②上記のセット機能で新しい番号を指定
してください。

「呼出番号設定は（１，２，３）
です」とセットされている
呼出ボタン番号のガイダン
ス・メッセージが聞こえま
す。

イチ

その他のリモコン操作をする

「呼出（１，２，３）をセット
します」のガイダンス・メッ
セージが聞こえます。「ピー
ピーピー」という音がして、
呼出がセットされます。

「呼出設定を解除します」
のガイダンス・メッセージ
が聞こえます。「ピーピー
ピー」という音がして、呼
出が解除されます。

● 呼出番号がセットされていないときは、「呼出
番号設定はありません」のガイダンス・メッセー
ジが聞こえます。

⑧→ ①           
　→ ②
   → ③

《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、
8    呼出番号  の順に押す
呼出１は、 8    1
呼出２は、 8    2
呼出３は、 8    3

ガイダンス
メッセージ

ガイダンス
メッセージ

1

2 2

ワンポイント

ワンポイント

《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 8     の順に
押す

1 ④⑧ →

2

1 《再生終了音のあとに》
ダイヤルを、 8    #  の順に
押す④⑧ → ＃
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リモコン操作をする

■ ガイダンス・メッセージ一覧

項番  コマンド ガイダンスメッセージ 備　　　　考
 １ ［４］［１］応答メッセージ１を録音します

［４］［２］応答メッセージ２を録音します
［４］［３］応答メッセージ３を録音します

 ２ ［４］［＃］応答メッセージ（１，２，３）の録音ができません 録音する空きエリアがないとき
 ３ ［５］［ ］留守を解除します
 ４ ［５］［０］留守にセットできません 応答メッセージが未録音などのとき

留守セットします
用件メッセージをすべて消去して留守セットします

 ５ ［５］［＃］留守にセットできません 応答メッセージが未録音などのとき
留守セットします
再生済みメッセージを消去して留守セットします

 ６ ［６］［＃］応答メッセージの再生
応答メッセージ（１，２，３）の録音がありません

 ７ ［７］ メモを録音します
メモの録音ができません 録音する空きエリアがないとき

 ８ ［８］［１］呼出１をセットします
［８］［２］呼出２をセットします
［８］［３］呼出３をセットします

呼出（１，２，３）をセットできません 未登録のとき
呼出設定をセットできません 非留守、応答専用メッセージのとき

 ９ ［８］［＃］呼出番号設定は（１，２，３）です
呼出番号設定はありません

 10 ［８］［ ］呼出設定を解除します
 11 ［９］［＃］タイマーをセットします

タイマーにセットできません タイマー未登録、時刻未登録のとき
 12 ［９］［ ］タイマーを解除します

その他のリモコン操作をする
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リモコン操作をする

＜メモ＞
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自動呼出をする自動呼出をする

◎ 呼出先の携帯電話や電話機は3カ所まで登録できます。
◎ 登録した 3カ所のうち1カ所を選択して呼び出したり、3カ所を順に呼び出したりできます。

「呼出番号」の登録
呼出 1  ～ 3  を選択して
押す

「電話番号」の登録
戻し  または 送り  で１桁
目の番号を選び、
後スキップ  を押す
この手順で、電話番号の全
桁を登録する

「回線種別」の登録
ダイヤル回線のときは、
手順６へ進む
プッシュ回線のときは、
戻し  または 送り  で

【  】を選ぶ
選んだあと、 後スキップ
を押す

■ 登録のしかた

ディスプレイに、番号登録画面が
表示されます。 最終桁の次にＥ ( 登録終了 ) が点

滅しています。

呼出先を登録する

◎ 用件が録音されると、携帯電話や別の電話機を呼び出すことができます。

3

5

6

1 解除
解除  を押す

2 スイッチカバーを開け、
登録  を押す

登録

動作ランプが点灯します。 

ディスプレイに、【--------】が表示
されます。

登録

（点滅）

（点滅）

（点滅）

（点滅）

プッシュ回線の記号

１    2     3
呼出

呼出 １ 登録

↓

戻し 送り
－ ＋

↓

戻し 送り
－ ＋

解除

月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

スイッチカバー

動作ランプ

ディスプレイ

戻し／送り

後スキップ

・呼出先、電話番
号などを選択し
ます。

・選択した呼出先、
電話番号などを
確定します。

登録呼出1～ 3ボタン

呼出 １ 登録

呼出 １ 登録

「呼出先の種類」の登録
戻し  または 送り  で呼出
先の種類を選ぶ

ポケットベルは【  】
携帯電話は【  】
電話機は【  】
を選ぶ
選んだあと、 後スキップ
を押す
【携帯電話】を選択した例

4

（点滅）

↓

戻し 送り
－ ＋

呼出 １ 登録
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自動呼出をする

● 手順５と手順６のカウンタの表示は、
送り  を押すごとに、以下の順番でかわります。

     【   →  →  ････ →   →   →   →   →   →   →   】

戻し  を押すと、表示の順番は反対になります。
● 【  】または【  】を選んだときは、それ以降

に登録した番号は、プッシュ信号になります。
● 各表示は以下のはたらきをします。

登録内容の表示順番について

■ 呼出先を確認する
→手順１・２・３と押す（登録内容が表示されます）
電話番号等が12桁以上あるときは、
後スキップ  で順送りする
確認後は 解除  を押す

■ 呼出先を消去する
→手順１・２・３のあと、消去  を約２秒以上押し
続け「ピー」と鳴ったら手を離し、 解除  を押す

■ 呼出先を変更する
● 全部変更するとき

左記「呼出先を消去する」の要領で消去後、手順
１から新しい呼出先を登録する

● 部分変更するとき
1 手順１・２・３と押す
2 変更したい番号などを 前スキップ ／

 後スキップ  で選ぶ（点滅中の番号が１桁づつ
変更できます）

3 変更・追加・消去をする
◆ 番号を変更するとき
・ 戻し  ／ 送り  で新しい番号を選びます。

◆ 番号を追加するとき
・ 通録  を押す（点滅中の数字の前に【  】
が追加され点滅されます）

・ 戻し  ／ 送り  で新しい番号を選びます。
◆ 消去するとき
・ 消去  を押す

4   登録  を押す
5   解除  を押す

【  】または【  】を一度登録
すると表示は【  】となります。

● 登録できる桁数は、番号やポーズ・データなど
を含め最大75桁です。

● 電話回線の種類で、登録方法の一部が異なりま
す。登録の前に回線種別をお確かめください。

手順６で電話番号を登録するまえに
1   戻し  ／ 送り  で、外線発信番号（通常は「０」）

を選び、 後スキップ  を押す
2   戻し  ／ 送り  で、3秒ポーズ【  】を選び、
後スキップ  を押す

3 続いて、手順６の方法で電話番号を登録する

構内交換機の内線に設置したときは

8 解除
解除  を押す

7 登録  を押す

登録 ディスプレイに、【  】が表
示されたあとに、【--------】が表示
されます。

ワンポイント

表示 0～ 9

働き 数字の
信号

［ ］
信号

［＃］
信号

プッシュ
信号

3秒
ポーズ

10秒
ポーズ

登録
終了

表示

働き ナンバー
ディスプレイ

登録

解除

通録

消去 月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

ディスプレイ

戻し／送り

前スキップ
／後スキップ

・電話番号などを
選択します。

・変更したい電話
番号などを選択
します。
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自動呼出をする

例：ＮＴＴドコモのショートメッセージサービス
（SMS）を使用して、携帯電話にメッセージ
“１２３” と “ナンバー・ディスプレイ” を表示
させる。
※ ナンバーディスプレイ情報は、番号情報を取得してい

る場合に表示されます。

1 SMSセンター番号の登録
「登録のしかた」の手順１～６の方法で、SMS
センター番号（090-310-1655）を登録する
※ 手順 4の呼出先の種類はポケットベルを選択

します。
2 送信信号の設定

電話回線が、ダイヤル回線のときは 戻し  ／
 送り  で、【  】を選んで 後スキップ  を押
す
※ 電話回線が、プッシュ回線のときは、次の手

順３( ポーズの登録 ) へ進む
3 ポーズの登録

SMSセンターの案内メッセージ分のポーズを登
録する（約13秒間のポーズを登録するとき）
・ 戻し  ／ 送り  で、【  】を選んで
後スキップ  を押す

・ 戻し  ／ 送り  で、【  】を選んで
後スキップ  を押す

携帯電話のショートメッセージサービス（SMS）に送信する場合の登録例

● 携帯電話へショートメッセージサービスを送
信する場合は、呼出先の種類をポケットベル
にしてください。

● ディスプレイに表示させるメッセージについ
て詳しくは、ＮＴＴドコモのショートメッセー
ジサービス（SMS）案内資料をご覧ください。

● 手順３および手順 5のポーズの登録は、SMS
センターが電話番号情報やディスプレイ情報
を受け取るタイミングを調整するためのもの
です。例では【  】を１回、【  】を 1回で
約 13秒のポーズ設定になります。調整が必要
な場合は、【  】の登録数で調整します。
（【  】は、必ず登録してください）

ワンポイント

4 送信先の登録
「登録の仕方」の手順 6の方法で、送信先の携
帯電話の番号を登録する

5 ポーズの登録
上記「3 ポーズの登録」と同様に、SMSセンター
の案内メッセージ分のポーズを登録する

6 表示メッセージの登録
・ 戻し  ／ 送り  で、表示させたいデータを
選んで 後スキップ  を押す
例では、「１→ 後スキップ  → ２ →
後スキップ  → ３ → 後スキップ  」の順に
登録する

7 ナンバーディスプレイの登録
【  】、【  】の後は、【  】が【  】になります。
・ 戻し  ／ 送り  で、【  】を選んで
後スキップ  を押す
かけてきた相手先のナンバー・ディスプレイ
が付加されます。

8 メッセージの終了信号（＃＃）の登録
・ 戻し  ／ 送り  で、【  】を選んで
後スキップ  を押す
同じ手順で、【  】を計２回登録する

9 登録終了記号（  ）の登録
続いて、「登録のしかた」の手順７～８の方法で
登録する
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自動呼出をする

● 携帯電話への呼び出しで留守番電話サービスが
契約されているときは、呼出先の種類を電話機
にしてください。

● 本機を構内交換機の内線に接続したとき、呼出
先の種類が携帯電話の場合、電話にでただけで
は用件再生しないことがあります。このときは、
「ピピ ･･･」という音が聞こえたら暗証番号の
１桁目を押すと、リモコン再生になります。

ワンポイント

自動呼出をセットする

● 呼出先を解除するときは、呼出 1  ～ 3  を
押して、ディスプレイの呼出表示を消します。

● 留守セットになっているときにしか、セット／
解除できません。また、一度呼出セットすると、
呼出解除するまでセットは有効です。

● 呼出番号が登録されていないときは、「ピピ
･･･」と鳴って、セットできません。

● 呼出先を複数セットしたときは、追いかけ呼び
出しができます。
・用件が録音されると、セットされた一番若い番号
の呼出先を、最初に呼び出します。

・リモコンがかからないときは、次の若い番号の呼
出先を呼び出します。

・呼出先を一巡して１回の呼出回数になります。
● 雑音などが録音されたときも、自動呼出をする

場合があります。

呼出回数・間隔が変更できます
● お買い上げ時は、呼び出してもリモコンがかか

らなかったとき 15分間隔で最大３回呼び出し
ます。登録により、間隔は５分または 10分に、
呼び出し回数は１回から９回に変更ができます。
（→P.37 7  8 ）

呼び出されて用件を聞く
■ 呼出先の種類が通常の電話機のときは

呼び出されて、電話にでると
･･･

■ 呼出先の種類が携帯電話のとき
→電話にでると、用件が聞けます（暗証番号を押
す必要はありません）

■ 呼出先の種類がポケットベルのとき
→呼び出しを確認したら、本機へ電話をかけ、リ
モコン再生をする

呼出先の番号が正しく登録されているかを実際に
呼び出してテストできます。
1   解除  登録  の順に押す
2  テストしたい 呼出 1  ～ 3  を押す
3   登録  を押す
4  「ピー」と鳴って、約８秒間、【  】を表示

中に、呼出 1  ～ 3  を押す（【  】が表
示されて、登録した番号を自動的にダイヤルし
ます）

5  テストが終わったら 解除  を押す

呼出テストをするには

ディスプレイに呼出番号が表示さ
れます。
呼出番号は複数セットできます。 ピ・ピ・ピ

「ピピピ」という音が聞こえ、本
機からの自動呼出ということがわ
かります。

リモコン暗証番号を押す

録音された用件が聞こえます。
リモコン操作ができます。
用件を聞き終わったら電話を切り
ます。

1

呼出 1  ～ 3  を選択して
押す2

呼出先1の例

１    2     3
呼出

留守  を押して留守セット
状態にする留守

録音量

呼出 １

AMPM

件

       NEW

月火水木金土日

ワンポイント

1

2 ①②③
④⑤⑥
⑦⑧⑨
①①①０ ＃

解除留守 戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

登録呼出1～ 3
ボタン
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タイマーをセットする

タイマー  を押す

「ステップ番号」の選択
戻し  ／ 送り  で、ステッ
プ番号を選び、 後スキップ
を押す

◎ 週間タイマーで、指定した曜日・時刻に、自動的に「留守セット」や「留守解除の案内」または「留守解除」
ができます。

◎ あらかじめタイマープログラム表 (P.35)に記入してください。留守セットや留守解除は、最大 30ステップ
まで登録できます。

タイマー

タイマーを登録する

■ タイマーを登録する

《タイマーの登録例》
プログラムタイマーの登録方法を、以下の週間タイマー動作を例に案内します。

タイマーをセットする

ディスプレイに、ステップ番号の
選択画面が表示されます。

曜日 留守動作時刻

月～金
0:00

留守セット
応答メッセージ1

留守セット
応答メッセージ1留守解除

8:30
AM PM

5:00 0:00

土、日
0:00

終日留守セット
応答メッセージ2

0:00

タイマープログラム表（記入例）週間タイマー動作（例）
ｽﾃｯﾌﾟ
番号

応答メッセージ番号
曜　日

セット／解除の時刻
備考留守セット 解除 AM/PM 時：分

1 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 0:00

2 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 8:30

3 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 5:00

4 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 8:30

5 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 5:00

6 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 8:30

7 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 5:00

8 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 8:30

9 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 5:00

10 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 8:30

11 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 5:00

12 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM 0:00

13 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM・PM ：

1 解除
解除  を押す

2

3

4
スイッチカバーを開け、
登録  を押す

登録

動作ランプが点灯します。 

ディスプレイに、【--------】が表示
されます。

登録

（点滅）

ステップ番号（点滅）

メッセージ番号（点滅）

「ステップ1」の選択例

登録

解除

月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

スイッチカバー

動作ランプ

ディスプレイ
戻し／送り

後スキップ

・ステップ番号／曜
日／時刻など、タ
イマーのデータを
選択します。

・選択したタイマー
のデータを確定し
て次の登録に進み
ます。

タイマー 登録

↓

戻し 送り
－ ＋

登録
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タイマーをセットする

後スキップ  を押すと、次の
ステップ番号に進み、続いて
登録ができます。

手順 4～ 9を繰り返して、すべてのステップを
登録します。

「メッセージ番号」の登録
戻し  ／ 送り  で、メッセー
ジ番号を選び、 後スキップ
を押す
留守解除のときは、「０」を
登録する

「曜日」の登録
戻し  ／ 送り  で、留守セッ
トまたは解除する「曜日」を
選び、 後スキップ を押す

「時」の登録
戻し  ／ 送り  で、留守セッ
トまたは解除する「時」を選
び、 後スキップ を押す

「分」の登録
戻し  ／ 送り  で、留守セッ
トまたは解除する「分」を選
ぶ

5

6

7

8

9

曜日（点滅）

時
（点滅）

分
（点滅）

「応答メッセージ1」登録例

「月曜日」登録例

「午前0時」登録例

「00分」選択例（点滅）

↓

戻し 送り
－ ＋

↓

戻し 送り
－ ＋

↓

戻し 送り
－ ＋

↓

戻し 送り
－ ＋

登録

月火水木金土日

登録

月火水木金土日

AMPM

登録

月火水木金土日

AMPM

登録

月火水木金土日

登録

次のステップ番号（点滅）

解除
解除  を押す

10

11

タイマーの登録を終わると
きは 登録  を押す

登録
ディスプレイに、【--------】が表
示されます。

■ タイマーを確認する
（→P.32）「■タイマーを登録する」の手順１・２・
３と押す（登録内容を表示します）
続いて 戻し  ／ 送り  を押すと、登録内容が、順
次確認できます。

■ タイマーを消去する
→上記の要領で消去したい内容を表示させて、次

の操作をする
1   消去  を押す
・一つ先のタイマー登録が表示されます。

2   登録  を押す
3   解除  を押す

■ タイマーを変更する
→手順１からやり直す
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タイマーをセットする

留守解除時刻になると、留
守解除を警告音（ピピピピ
･･･）とアナウンス “留守を
解除する時刻になりました”
で知らせるか、または自動的
に留守セットを解除する
（機能設定の変更が必要です
→P.37 6）

留守セット時刻になると、自
動的に留守セットになる

● お買い上げ時は、留守解除時刻になると、留守
解除警告音（ピピピピ ･･･）の後、“留守を解除
する時刻になりました” とアナウンスするだけ
で自動的に留守解除にはなりません。
留守解除時刻になると、自動的に留守セットを
解除するように設定変更ができます。
（→P.37 6）

● タイマー機能を使うときは、必ず時計を合わせ
てください。（→P.12）

● タイマーマーク（ ）は、タイマー留守解除中
は点滅、留守セット時刻になると点灯します。

● タイマー留守セットの時刻前に手動で留守セッ
トしたいときは、 留守  を約２秒以上押し続け
てください。
手動で留守セットになると、指定した応答メッ
セージで応答しますが、タイマーの留守セット
時刻になると、タイマーで指定した応答メッ
セージに変わります。

● 応答メッセージがないチャンネルにはタイマー
セットはできません。

● 指定した応答メッセージがない時にタイマー
セットするとタイマーエラー表示（タイマー
マークが早く点滅）になります。

● 任意の応答メッセージで応答したい場合は、タ
イマーを解除した後で留守セットしてください。

タイマーをセットする

※ 用件録音があるときは、続いて用件再生をしてく
ださい。（→P.16）

タイマーを解除する

ディスプレイのタイマーマークが
点灯または点滅します。

ディスプレイのタイマーマークが
点灯します。
留守ランプが点灯または、点滅（未
再生の用件メッセージがあると
き）します。

ディスプレイのタイマーマークが
消えます。

用件が録音されていると、「ピー
ピー」と鳴ります。
ディスプレイのタイマーマークが
点滅します。
留守ランプが消灯または、ゆっく
り点滅（未再生の用件メッセージ
があるとき）します。

ワンポイント

1 解除
解除  を押す

タイマー  を押す

タイマー
2

3

4

録音量

呼出 １

AMPM

件

       NEW

月火水木金土日

タイマーマーク
※ 現在時刻が留守解除の時間帯
のときに点滅します。

留守

留守

タイマー  を押す

タイマー

1
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タイマーをセットする

※ このタイマープログラム表で作成した順番と、ディスプレイで表示される順番は、異なる場合があります。
ディスプレイの表示は、月曜日から順に表示されます。

作成：　　　年　　月　　日タイマープログラム表
ｽﾃｯﾌﾟ
番号

応答メッセージ番号
　　　　　　　曜　日

セット／解除の時刻
備    考留守セット 解除 AM/PM 時：分

1 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

2 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

3 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

4 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

5 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

6 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

7 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

8 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

9 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

10 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

11 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

12 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

13 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

14 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

15 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

16 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

17 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

18 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

19 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

20 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

21 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

22 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

23 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

24 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

25 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

26 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

27 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

28 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

29 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：

30 1 2 3 0 月 火 水 木 金 土 日 AM･PM ：
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通話録音をする
通話中の会話が録音できます。録音方法は、次の２とおりの方法があります。
◎ 手動通話録音 ･････ 通録  を押すと録音を開始し、再度 通録  を押すと録音を終了します。
◎ 自動通話録音 ･････ 受話器を上げると録音を開始し、受話器を下ろすと録音を終了します。

手動通話録音をする

録音終了
《録音をやめるときに》
 通録  を押す

自動通話録音をする
準備
機能設定の「自動通話録音（→P.37 9 ）」を下
記のように設定変更する
・ 簡易接続の場合（→P.40）は、「回線電圧起動」
に設定変更する

・ 簡易接続でない場合は、「シリーズ電話機起
動」に設定変更する

録音開始
受話器を上げると、録音を開
始する

録音終了
受話器を下ろすと、約２秒後
に録音を終了する ■ 通話録音の内容を再生するには

※ 巻き戻しや早送りなど再生中の操作は、「用件を再
生する（→P.16）」と同じ操作で行うことができ
ます。

■ 自動通話録音を解除する
→再度、 通録  を押す（通録ランプが消灯します）

録音中は、通録ランプと動作ラン
プが点灯し、ディスプレイに録音
時間と件数が表示されます。
※ ナンバー・ディスプレイに加入してい

るときは、相手の番号表示を継続しま
す。

通録ランプと動作ランプが消灯し
ます。

お買い上げ時は、「自動通話録音」を「しない」に設定さ
れています。

自動通話録音がセットされると、
通録ランプが点灯します。

録音中は、通録ランプと動作ラン
プが点灯し、ディスプレイに録音
時間と件数が表示されます。
※ ナンバー・ディスプレイに加入してい

るときは、相手の番号表示を継続しま
す。

動作ランプが消灯します。
通録ランプは点灯しています。

すべての録音内容の再生が終わる
と、「ピピ ･･･」のあと、再生が
解除になります。

1

12

3

4

通録待機のセット
通録  を押す通録

2

録音開始
《通話中、録音したいときに》
通録  を押す

通録

通録

1 再生
再生  を押す

月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

通録ランプ
動作ランプ

ディスプレイ

再生

通録

録音量

件

録音時間       NEW

録音量

件

録音時間       NEW
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機能の設定を変える

【機能登録表示】

項目番号 機能番号

◎ 留守応答するまでの呼出音の回数やトールセー
バー機能などの設定が、用途に応じて変更 ( 登録 )
できます。

( 例：留守応答までの呼出音の回数を１→３に変える )
１   解除  を押す
２  スイッチカバーを開け、 登録  を押す
３   応答再生／機能登録  を押す
４   前スキップ  または 後スキップ  で、項目番号

を選ぶ
（例では、「P01」を選ぶ）

５   戻し  または 送り  で、機能番号を選ぶ
（例では、「３」を選ぶ）

６   登録  を押す
７   解除  を押す

■ 機能の設定変更のしかた

■ 機能の設定内容を確認する
→上記手順１・２・３のあと 前スキップ  または
後スキップ  を押すとディスプレイで内容が確
認できます。

確認後は 解除  を押す

機能の設定を変える

登録

登録応答再生／機能登録

解除

月火水木金土日

123
件

録音量 音量
再生

登録呼出

応答専用

録音時間AMPM

消去 通録 小 音量 大 選択

戻し 送り

スキップ

解除

再生

通録
動作マイク

留守

AT‑D770

スイッチカバー

ディスプレイ
戻し／送り

前スキップ
／後スキップ

・機能番号を選択
します。

・項目番号を選択
します。

項　　目 項目
番号 機能内容・番号

1  留守応答までの呼出
音回数
( ナンバー・ディス
プレイをご利用のと
きは、２回以上に設
定してください )

P01 ○１回　 1
　２回 2
　３回 3
　４回 4
　５回 5
　６回 6
　７回 7
　８回 8
　９回 9

2  トールセーバー P02 ○しない 0
   する 1

3  用件録音の制限時間 P03    無制限 0
　１分 1
　２分 2
○３分 3
　４分 4
　５分 5
   ６分 6
　７分 7
   ８分 8
   ９分 9

4  用件保存して留守
セット

P04 ○しない 0
   する 1

5  タイムスタンプ
             　　  ( ※ 1)

P05    しない 0
○する 1

6  タイマーの留守解除
             　　  ( ※ 2)

P06 ○手動 ( 警告音 ) 0
　自動 1

7  自動呼出回数 P07 　１回 1
　２回 2
○３回 3
　４回 4
　５回 5
　６回 6
　７回 7
　８回 8
　９回 9

8  自動呼出間隔 P08 　５分 1
　10分 2
○15分 3

9  自動通話録音 P09 ○しない 0
　回線電圧起動 1
　ｼﾘｰｽﾞ電話機起動 2

10  リモコンで
留守セット

P10 ○しない 0
　する (45秒 ) 1
　する (90秒 ) 2

11  用件満杯時応答
             　　  ( ※ 3)

P11 　しない 0
　する (45秒 ) 1
○する (90秒 ) 2

機能登録対応表
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機能の設定を変える

項　　目 項目
番号 機能内容・番号

12  ナンバー・
ディスプレイ ( ※ 4)

P12 ○しない 0
   対応電話機 1

13  リモコンの機能制限
　             　　 ( ※ 5)

P13 ○しない 0
   する 1

14  リモコンの開始制限
　             　　 ( ※ 6)

P14 ○しない 0
   非通知禁止 1

20  ベルカウント
　　　　タイミング

P20 　0.1 秒 OFF 0
○ 0.8 秒 OFF 1

21  CPC検出 P21  　OFF 0
○ ON 1

22  並列電話機検出 P22  　OFF 0
○ ON 1

23  話中音判定回数 P23 ○４回 0
　８回 1

24  話中音判定周波数 P24 　しない 0
○ 300～ 600Hz 1

25  話中音周期誤差 P25 ○12.5% 0
　20.0% 1

26  無効メッセージ消去 P26 　しない 0
○ 1.6 秒以内の
         メッセージ 1

※１（ 5  タイムスタンプ）
● ｢しない ｣に設定すると、アナウンスをしません。
● ｢ する ｣ に設定すると、本体やリモコンの再生

時にアナウンスします。
※２（ 6  タイマーの留守解除）

● ｢ 手動 ｣ に設定すると、タイマーで解除時刻に
なったとき、警告音の後、“留守を解除する時
刻になりました” とアナウンスするだけで、実
際の留守解除はしません。

● ｢ 自動 ｣ に設定すると、解除の時刻になると、
留守を解除します。

※3（11  用件満杯時応答）
● 応答専用の場合は、応答専用が優先します。

※4（12  ナンバー・ディスプレイ）
● ナンバー・ディスプレイに加入していないとき

は、｢しない ｣に設定します。
● 接続する電話機がナンバー・ディスプレイに対

応しているときは｢対応電話機｣に設定します。
● 電源が入って 3.5 秒以上経過しないとナン

バー・ディスプレイ表示ができません。
● 電源が入った状態で回線を切替えるとナン

バー・ディスプレイ表示がされない場合があり
ます。
この場合は、本機の電源を入れ直してください。

● キャッチホン割込みでのナンバー・ディスプレ
イ表示はされません。

● Ｌモード契約をされている場合は、「対応電話
機」に設定してください。

※5（13  リモコンの機能制限）
● ｢ する ｣ に設定すると、リモコンでは用件再生

とメモ録音の操作以外はできなくなります。
※6（14  リモコンの開始制限）

● 使用するには、①ナンバー・ディスプレイ契
約②ナンバー・ディスプレイ対応の端末の
接続③ナンバー・ディスプレイ設定が必要です。
上記が満足していないと、リモコンがかかりま
せん。（暗証番号のマークが点滅します。）

● ｢ 非通知禁止 ｣に設定すると、リモコン機能を
使える電話機に制限ができます。一般の電話か
ら番号通知で、または、公衆電話から本機に電
話をかけリモコン操作を行います。

● 12  は、ＮＴＴナンバー・ディスプレイサービス
の加入が必要です。

● 14  は、ＮＴＴナンバー・ディスプレイサービス
の加入と、12  を「対応電話機」に設定すること
が必要です。

機能登録対応表

○印は、お買い上げ時の設定内容です。

出荷時メモリーカードに録音されているメッセージ
 ● 応答メッセージ１
「ただいまの時間は留守番電話がご用件を承り
ます。ピーという信号のあとに、お名前とご用
件をお話ください。」

● 応答メッセージ２
「ただいまは電話に出ることができません。恐れ
入りますが改めてお電話をいただけますようお
願いいたします。」
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機能の設定を変える

トールセーバー機能について
外出先からリモコン操作するときに、呼出音の回
数で新しい用件録音の「有無」が確認できる機能
です。
● お買い上げ時は、この機能がご使用になれない

設定になっています。ご使用の場合は、機能の
設定変更が必要です。（→P.37 2）

● トールセーバー機能をご使用の場合、お買い上
げ時の設定では、用件が録音されていると呼出
音１回で電話がつながります。
録音されていないときは３回でつながります。
※ 留守応答までの呼出音回数を設定変更した場

合は
・用件録音「有」：設定回数で応答
・用件録音「無」：設定回数＋２回で応答
となります。

● キャッチホンサービスをご利用のときや、代表
番号に接続のときは、トールセーバー機能をご
使用になれないことがあります。
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電話回線／電源を接続する

■ 簡易接続について
本機の《LINE》だけに接続して使用することもでき
ます。

● 簡易接続をした場合、自動通話録音ができない
ことがあります。
上記の接続に変更するか、手動通話録音でご使
用ください。（→P.36）

● 簡易接続をした場合、留守セット時に、20PPS
でダイヤルすると、ベルと誤判定して、本機が
動作することがあります。
上記の接続に変更してください。

● お買い上げ時は、ナンバー・ディスプレイは未
加入の設定になっています。
ナンバー・ディスプレイに加入しているときは、
対応電話機に設定を変更してください。
（→P.38 12）

● ナンバー・ディスプレイに加入している場合は、
必ずナンバーディスプレイ対応電話機をご使用
ください。非対応電話機を接続したときは、ナ
ンバーディスプレイの表示がされません。

① 電話機コードをモジュラーローゼットから抜き、本機の電話機用モジュラージャック《TEL》に差し込み
ます。

② 添付のモジュラーコードを電話回線用モジュラージャック《LINE》に差し込み、もう一方をモジュラーロー
ゼットに差し込みます。

③ 添付の電源アダプタを本体の電源アダプタ用ジャックと電源コンセント（AC100V）に差し込みます。

取付前 取付後

● モジュラーコードを差し込む
ときは、「カチッ」と音がす
るまで差し込んでください。

● モジュラーコードを引き抜く
ときは、レバーを押さえなが
ら引き抜いてください。

→→

→

→・・

→ モジュラーコード（付属品）

←６極２芯
モジュラーローゼット（別売）
↓

回線

電源コンセント
AC100V

電源アダプタ
( 付属品）

本機（後面）

■ 単独電話の場合

→→→

回線

① 電話機コード
（既設品）

モジュラーローゼット

電源コンセント
AC100V

回線

③ 電源アダプタ ( 付属品 )

① 電話機コード
（既設品）

→

② モジュラーコード（付属品）

→

本機（後面）

お願いSTOP   

ワンポイント

電話回線／電源を接続する
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電話回線／電源を接続する工事店用

この場合は工事が必要になりますので、販売店または当社営業所へご相談ください。（工事は有料です。）
① ビジネスホン・構内交換機などの回線収容端子から回線をはずし、はずした回線をモジュラーローゼット ( ６

極２芯 ) に接続します。
本機の《LINE》側と回線側のモジュラーローゼットをモジュラーコード ( ２芯 ) で接続します。

② 回線収容端子の L1,L2 端子をモジュラーローゼット ( ６極２芯 ) へ接続します。
本機の《TEL》側と回線収容端子側のモジュラーローゼットをモジュラーコード ( ２芯 ) で接続します。

③ 添付の電源アダプタを本体の電源アダプタ用ジャックと電源コンセント（AC100V）に差し込みます。

● ビジネスホンや構内交換機の種類によっ
ては、ベル信号で本機が正常に動作にし
ない場合があります。
この場合は、《LINE》（回線）側または
《TEL》（電話機）側の極性を入れ替えて
ご確認ください。

■ ビジネスホン・構内交換機などの場合

＋

＋

＋

＋

L1

L1

L2

L2

ビジネスホン（主装置）
構内交換機など

ビジネスホン（主装置）
構内交換機など

回線収容端子

回線収容端子

回線

→

→→→

① モジュラーローゼット
( 別売 )

① モジュラーコード ( 付属品 )

② モジュラーローゼット
（別売）

回線

本機（後面）

→

①②

②①

② モジュラーコード ( 別売 )

取付前

取付後

ワンポイント

電源コンセント
AC100V

③ 電源アダプタ ( 付属品 )

→
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電話回線／電源を接続する

壁掛けができます

電話着信時に留守番動作しないとき ････

1. 間隔約113mmで、しっかりした壁や柱などに、垂直に、添付のネジを取り付け ( 首下約 2.5mm) ます。
2. 本体底面のネジ取り付け用ミゾへネジを合わせ掛けます。

● 取り付け用のネジは、添付のネジ以外はご
使用にならないでください。
火災や故障の原因となる場合があります。

● ベニア板や石膏ボード板など薄い板壁には
直接取り付けないでください。
はずれて落下する場合があります。

● 取り付けに磁石を使用しないでください。
正常に動作しない場合があります。

113mm

2.5mm→←

お願いSTOP   

ネ
ジ
を
取
り
付
け
る
と
き
、
位
置
合
わ
せ
に
ご
使
用
く
だ
さ
い

113mm

0mm

● ビジネスホンの単独電話アダプタや構内交換機
の内線側などに接続したとき、正常に留守番動
作しない場合があります。
この場合は、「機能の設定を変える」の「ベル
カウントタイミング」（→P.38 20）を “0.1 秒
OFF（0）” に変更してご確認ください。
状態が改善されない場合は、最寄りの当社営業
所にお問い合わせください。
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「ピー」のあと
録音開始

時計合わせ

応答
メッセージ

応答録音メッ
セージの録音
( → P.10)

応答専用メッ
セージの録音
( → P.10)

応答メッセー
ジの再生
( → P.11)

留守セット

留守セット
( → P.14)

タイマー登録
( → P.32)

用件の再生

用件の再生
( → P.16)

再生中にでき
る操作
( → P.17)

タイマーセッ
ト
( → P.34)

再生

再生 再生

リピート再生

１回押す

バック再生

２回押す

スキップ再生

１回押す

一時停止 再生スタート

時計合わせ
( → P.12)

※ 続けて登録するときは、「分」を選択したあと、［後スキップ］を押し、次のステップを登録する。
終わるときは、［登録］→［解除］の順に押す。

解除
登録

登録

応答
時刻 「曜日」を選ぶ

解除

解除

解除

解除

解除

解除

解除

解除

タイマー

タイマー

ステップ番号を選ぶ メッセージ番号を選ぶ

「時」を選ぶ

「曜日」を選ぶ

約２秒押す 録音終了で押す

※ 用件を残して、留守セットするときは、機能登録の「用
件保存して留守セット」を「する」に設定する

※ 留守解除は、[解除 ] を押す

「分」を選ぶ

留守

機能登録
応答再生

応答専用
暗証番号

応答専用
暗証番号

「ピー」のあと
録音開始

約２秒押す

「ピー」のあと
自動再生

「ピー」のあと
自動再生

選択

選択

選択

選択

応答
時刻

応答
時刻応答１～３

を選ぶ

録音終了で押す

＋
戻し 送り
－

「時」を選ぶ

「分」を選ぶ

操作早見表

→ → → →
後スキップ 後スキップ

→ → →

→ →

→ → → → →

→ → → →

→

→ →

→ → → → → →

→ → → → → →

→

→

→

→

→

巻き戻し

押している間

早送り

押している間

＋
戻し 送り
－

＋
戻し 送り
－

登録

登録

＋
戻し 送り
－

＋
戻し 送り
－ ＋

戻し 送り
－

＋
戻し 送り
－ ＋

戻し 送り
－

後スキップ 後スキップ

後スキップ後スキップ

前スキップ 前スキップ 戻し
－

後スキップ
＋
送り

応答１～３
を選ぶ

応答１～３
を選ぶ

応答１～３
を選ぶ
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[戻し]/[送り]で、
【  】を選択して、
[ 後スキップ ] を
押す

[戻し]/[送り]で、
【  】を選択して、
[ 後スキップ ] を
押す

暗証番号の登
録
( → P.20)

｢ １桁目 ｣を選ぶ

｢２～７桁目 ｣を登録する

｢最終桁 ｣を選ぶ

自動呼出

電話番号の登
録
( → P.28)

呼出１～３

呼出先の種類

電話番号を登録する

リモコン

呼出
１

回線種別

ＤＰ：ダイヤル回線
ＰＢ：プッシュ回線

表示メッセージ
[ 戻し ]/[ 送り ] で、
【表示ﾒｯｾｰｼﾞ】を選
択して、[ 後スキッ
プ ]を押す 
全桁繰り返す

・DPは電話番号登録へ
・PBは、[ 戻し ]/[ 送り ]
で【  】を選択

SMS センターの
電話番号を登録

送信先の携帯電
話番号を登録

回線種別

・PBはポーズへ
・DPは、[ 戻し ]/[ 送り ]
で【  】を選択して、
[後スキップ ]を押す

ポーズ (10秒 )

ポーズ (10秒 )

[ 戻 し ]/[ 送 り ]
で、【  】を選択
して、[ 後スキッ
プ ]を押す

[ 戻 し ]/[ 送 り ]
で、【  】を選択
して、[ 後スキッ
プ ]を押す

ポーズ (3秒 )

ポーズ (3 秒 )

終了信号 (##)
[ 戻し ]/[ 送り ] で、
【  】を選択して、
[ 後スキップ ] を押
す
２回繰り返す

自 動 呼 出 の
セット
( → P.31)

呼出１～３
留守セット状態
にする

ショートメッ
セージサービ
ス（SMS）の
登録例
( → P.30)

※ 呼出先種類は
ポケットベル

通話録音

手動
( → P.36)

自動
( → P.36)

録音開始 録音終了

録音開始
※ 自動通話録音を停止す
るには、再度、[ 通録 ]
を押す

通録

通録

通録

「自動通話録音」
を「1. 回線電圧
起動」「2. ｼﾘｰｽﾞ
電話機起動」に設
定変更する

受話器を上げる 受話器を下ろす

録音終了

→

→

→

→

→ → → → →

→ → → → → →

→

→

→ →

→

→

→ →

→

→

→ → →

→
[ 戻し ]/[ 送り ] で、
【  】を選択して、
[ 後スキップ ] を押
す

ナンバー・ディスプレイ

解除

解除

登録

登録

応答専用
暗証番号

＋
戻し 送り
－

＋
戻し 送り
－

＋
戻し 送り
－

後スキップ

後スキップ 後スキップ

後スキップ

→
解除

登録 ＋
戻し 送り
－

＋
戻し 送り
－

後スキップ
→ →

解除
登録

→ →
解除

登録

呼出
１

←ショートメッセージサービス（SMS）使用の場合
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《リモコン操作方法》
１ 本機に電話をかける
２ 応答メッセージが聞こえたら、

暗証番号を押す
・「ピー」のあと、件数に続いて、用件が

聞こえます。
３ 用件を再生中

・すべての用件を聞き終えると、再生終
了音「ピピ ･･･」が聞こえる。

４ 操作を終わるときは、電話を切る。
続けて、操作をするときは、裏面
の《その他のリモコン操作方法》
を行ってください。

《外出先から留守セット》
１ 本機に電話をかける

・呼出音約45秒又は 90秒呼び続ける
２ 応答メッセージが聞こえたら、

暗証番号を押す
３ 「ピー」のあと、

《満杯に録音されているとき》
１ 本機に電話をかける

・呼出音約45秒又は 90秒呼び続ける
２ 本機が応答したら、《リモコン操

作方法》と同じ操作で、リモコ
ン再生をする

■リモコン操作メモカード
切り取ってご使用ください。

＜メモ＞

リピート再生

バック再生

頭出し再生

スキップ再生

電話番号アナウンス

→
→
→
→
→
→

０

１

２
３

＃

再生済み用件消去で
留守セット

すべての用件を消去して
留守セット

→ ＃

→ ５ ０

約２秒間巻き戻し

５
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応答①の吹替え　　 開始

／セット　　　　　 終了

応答②の吹替え　　 開始

／セット　　　　　 終了

応答③の吹替え　　 開始

／セット　　　　　 終了

現在応答の　　　　 開始

吹き替え／セット 　終了

すべての用件を消去して
留守セット

再生済み用件消去で
留守セット

最後の用件を再生

現在応答の再生／セット

４

４

４

４

１

《以下は、再生終了音「ピピ ･･･」のあと 10秒以内に行ってください。》

＜メモ＞

→
用件再生へ戻す

頭だし再生
応答メッセージ

応答①の再生／セット

応答②の再生／セット

応答③の再生／セット

→

→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→

留守セット／解除

留守解除

タイマーセット／解除
タイマーセット

タイマー解除

メモ録音
メモ録音

自動呼出
呼出①をセット

呼出②をセット

呼出③をセット

呼出を解除

呼出番号の音声確認

→

→
→

→

→
→
→
→
→

２

４

４

４

４

１

２

３

２6

6

１

３

５

９

９

７

８

８

８

８

１

２

３

＃

８

＃

＃

6

→ 6 ＃

→ ＃

→ ５ ０

５
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故障とお考えになる前に
動　作 こんなときは お確かめください 参照

ページ

電源
ディスプレイの表示が消えている 電源アダプタが電源コンセントに差し込んでありますか？ P.4

時計が消去された 約1日以上停電がありませんでしたか ?
再登録をしてください。 P.12

応答
メッセージ

応答メッセージランプが全部点滅
している メモリーカードが正常にセットされていますか ? P.5

選択した応答メッセージランプが、
点滅している

選択した応答メッセージには、応答メッセージが録音されていません。
応答メッセージを録音してください。 P.10

留守セット
留守セットができない

選択した応答メッセージのランプが早い点滅または、ディスプレイが
【  】表示になっていませんか ?
応答メッセージが録音されていません。
応答メッセージを録音してください。

P.10

録音量の表示が点滅していませんか ?
ディスプレイが【  】表示になっていませんか ?
用件を再生後、消去してください。

P.14

選択した応答メッセージで、留守
セットができない

タイマー機能をお使いではないですか？
タイマー機能を解除した上で、留守セットしてください。 P.34

応答動作

電話がかかってきても応答しない
（かかってきた電話が切断される）

電話回線がTEL側に差し込まれていませんか？
LINE側に差し込んでください。 P.40

設定した回数で応答メッセージに
切り替わらない

トールセーバー機能を使用する設定になっていませんか？
トールセーバー機能を使用する場合は、用件録音が無い状態では、「設
定回数＋2回」で応答メッセージに切り替わります。

P.39

応答メッセージに切り替わらない
ビジネスホンの単独電話や構内交換機の内線側に接続していますか？
機能設定項目「20ベルカウントタイミング」を「0.1 秒 OFF」に変更
してください。

P.42
P.38

用件
用件録音中に、電話が切れる 相手の声が8秒以上途切れていませんか ? P.15

再生音がでない 音量調節が最小になっていませんか ? P.7

リモコン操作 リモコン操作ができない リモコン暗証番号は合っていますか ?
プッシュ信号の出ない電話機からリモコン操作をしていませんか ? P.21

自動呼出 セットできない 留守セットしてから［呼出］ボタンを押しましたか ?
留守ランプが点灯しているときに、［呼出］ボタンを押してください。 P.31

ナンバー・
ディスプレイ 相手先の電話番号が表示されない

ナンバー・ディスプレイに加入していますか ?
ナンバー・ディスプレイに加入していないと、表示しません。 P.4

ナンバー・ディスプレイ対応の端末を接続していますか ?
ナンバー・ディスプレイに対応した端末を接続していないと、表示し
ません。

P.9

項   目 仕    様
回線種別 アナログ一般回線
回線直流抵抗値 約275Ω
応答メッセージ 最大（各）５分

用件メッセージ
最大 応答メッセージと合わせて約60分
(HFC-60M使用時 )／160件

時計精度 月差60秒以内 ( 通電時、25℃ )

項   目 仕    様
AC電源 AC100V± 10V(50/60Hz)
DC電源 DC9V( 専用電源アダプタ )
消費電力 最大5W
寸法 幅150㎜×奥行220㎜×高さ50㎜
質量 約600g

主な仕様
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お買い上げ日より１年間
 
            年	 　月	 　　日

● 本書は、下記記載の保証条件で無償修理を行うことをお約束するものです。保証期間内に故障した場合には、
本書を提示のうえ、お買い上げ店または当社修理センターに修理をご依頼ください。

● 保証期間後の修理は、修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有償修理いたします。お買い上げ
店または当社修理センターへお問い合わせください。

● 本品の故障・誤操作または不具合により、発着信・通話録音などにおいて利用の機会を逸したために発生した
損害等の付随的損害の補償については、当社は一切その責任を負いませんのであらかじめご了承ください。

1 保証書記載の保証期間内に、取扱説明書などに従った正常なご使用状
態で故障した場合には、お買い上げ店または当社修理センターが無償
修理いたします。

2 保証期間内に故障して無償修理を受ける場合には、お買い上げ店また
は当社修理センターに製品と本書をご持参またはご送付ください。尚、
修理ご依頼のご持参、お持ち帰りの場合の交通費、またご送付される
場合の送付費用などはお客さまのご負担となります。

3 保証期間内であっても、次の場合は有償修理となります。
① 保証書の提示がない場合
② 保証書にお買い上げ日、お買い上げ店印がない場合
③ 保証書記入箇所の字句を書き換えられた場合
④ 誤ったご使用方法で故障または損傷した場合
⑤ 輸送・移動中の落下などお取り扱いが適当でないために生じた故

障または損傷の場合
⑥ 火災・地震・水害・雷害などの天災地変およびその他の特殊な外

部要因によって故障または損傷した場合
⑦ 本製品に異常がなく、本製品以外の部分（例えば、電話線・電源・

他の機器など）の不良を点検または改善した場合
⑧ 不当な修理や改造をしたために故障または損傷した場合
⑨ 消耗品を交換した場合

4 この保証書は、日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

5 この保証書は、再発行いたしませんので大切に保管してください。
6 ご贈答品、ご転居後の修理については、当社修理センターにご相談く
ださい。

保　証　書	

お 

客 

様

お名前

電話番号

ご住所

販売店名／住所／電話番号

　　　　　　　　　　　　　様

（　　　）	 　－

〒

型名

保証期間

お買い上げ日

保証
条件

本社・工場／〒509-5202　岐阜県土岐市下石町西山304-709

P1E002501993R   Dec.2015

使い方・取付け方などのご相談
お客様相談センター 0570-03-8811
受付時間：月～金9：00～ 17：30　（土・日曜日、祝日、当社指定休日除く）

修理に関するご相談
● 製品の修理につきましては、お買い上げの販売店様または当社
「修理センター」へお問い合わせください。
当社ホームページ http://www.takacom.co.jp
「修理のご依頼」をご覧ください。 株式会社タカコム 検索

保証とアフターサービス
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